
　遊び文化の中から編み出された涼を得る知恵「水遊び」。一度始まれば、服を着ていることを忘れて
しまうほど気持ちいい。子どもたちにとって、夏の厳しい暑さを乗り切るための欠かせない遊びです。

（羽ノ浦健康スポーツランドにて撮影）
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青森県

秋田県
岩手県

宮城県

ホッケー
岩手町

陸上競技
北上市
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一関市

カヌー
加美町

空手道
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相撲・剣道
弘前市

テニス
青森市

フェンシング
むつ市

バレーボール（女子）
八戸市

真
夏
の
祭
典 

２
０
１
１

熱
戦
再
来 

北
東
北
総
体

輝
け 
阿
南
の
若
者
！

　

高
校
№
１
を
決
め
る
夏
の
祭
典
・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
が
、
北
東
北
の
青
森
、
秋
田
、
岩
手
、
宮
城
の
４
県
で
、

７
月
28
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
で
49
回

を
重
ね
る
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
の
夢
舞
台
に
、
阿
南
市
か
ら
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
45
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
先
の
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
、
青
春
の
熱
き
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
が
ん
ば
れ
、
阿
南
の
若
者
！
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　私がインターハイに出場することが
できるのは周りの方々のサポートのお
かげです。３年間の集大成として悔い
の残らないように精一杯頑張ります。

生光学園高等学校　３年
柏木美穂さん（見能林町：17歳）
陸上　女子　砲丸投げ

　これまで経験してきたことを生かし
ながら、チャレンジ精神を忘れず、少
しでも全国の舞台で良い結果が残せる
よう精一杯競技してきたいと思います。

２年 山本　悠さん（橘町：17歳）
　今まで支えてくださった方々への感
謝の気持ちを忘れず、チーム一丸とな
って戦い、富岡東の名を全国に轟かせ
てきたいと思います！

２年 湯浅絵里加さん（羽ノ浦町：17歳）
　自分たちでつかみとった青森への切
符。今まで支えてきてくださった方々
に感謝して正々堂々と戦ってきます。
上位めざして頑張ってきます。

城南高等学校　２年
中西千華さん（那賀川町：17歳）　
陸上　女子　走り高跳び

　私は今回、たくさんの先生方や仲間
たちのおかげでインターハイに出場す
ることができました。少しでも恩返し
ができるよう力一杯頑張ります。

生光学園高等学校　２年
居川汐里さん（那賀川町：16歳）
陸上　女子　砲丸投げ

　全国大会という、大きな舞台に立て
ることに喜びを感じ、私を支えてくださ
っているすべての方々への感謝の気持
ちを忘れることなく全力で戦ってきます。

生光学園高等学校　３年
岡　芳生さん（富岡町：17歳）
陸上　男子　ハンマー投げ・砲丸投げ

　支えてもらった方々に心から感謝し、
たくさんの人の思いを背負って全力で
プレーしたいです。21人全員バレー
で精一杯頑張ります‼

城南高等学校　１年
小舟未倖さん（中林町：15歳）
バレーボール　女子

　自分が今まで練習してきたことを全
て出し切れるように「悔いは残さず、
結果を残せ」の精神で頑張ってきます。

小松島西高等学校　１年
小烏光貴さん（那賀川町：15歳）
空手道　男子　団体・個人形

　高校３年間で教わったことを出しき
り、今まで支えてくれたすべての人へ
の感謝の気持ちを胸に、悔いのないよ
う最後まで頑張りたいです。

城ノ内高等学校　３年
土肥瑞希さん（見能林町：18歳）　
フェンシング　女子　団体

　私は今年のインターハイで最後にな
ります。今までの試合の中で最高の試
合をし、悔いのないように頑張ってき
ます。

小松島西高等学校　３年
清崎瑞穂さん（那賀川町：18歳）
空手道　女子　団体

　応援してくれる人への感謝の気持ち
を忘れずに、自分のベストタイムを更
新し、まずは予選を突破することを目
標に頑張ってきたいと思います。

富岡東高等学校　３年
森野将太さん（西路見町：18歳）
陸上　男子　100 ｍ走

　初めてのインターハイですが、今ま
で練習してきた成果を十分に発揮し、
個人・団体ともに予選突破を目標にし、
頑張りたいと思います。

板野高等学校　２年
四宮瑠偉さん（那賀川町：17歳）
相撲　団体・個人

３年 工藤麻美さん（長生町：17歳）
　全国では、私たちを支えてくださっ
ている方々への感謝の思いを込めて、
全力で戦いたいと思います。まず予選
を突破し、一つでも上をめざしたいです。

３年 松浦名穂さん（福井町：17歳）
　今年は地震で大変な被害を受けてい
る東北・青森でインターハイが開かれ
ます。自分たちで東北を盛り上げれる
ように精一杯、目一杯戦ってきます。

２年 中村亜梨沙さん（那賀川町：16歳）
　インターハイまで残り少なくなりま
した。今年は試合には出ることができ
ませんが、出場するレギュラーの力に
少しでもなりたいと思います。

２年 住友裕菜さん（那賀川町：16歳）
　インターハイではレギュラーの方た
ちが全力で試合に挑むので、応援の私
たちも、16人で試合に挑むよう、応
援頑張ります。

富岡東高等学校　剣道　女子　団体
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２年 村井　廉さん（横見町：16歳）：後列左から５番目
　僕らは目標であったインターハイに出場を決めました。僕はスピードが武器な
ので全国で自分の力を発揮できるよう残り少ない期間で頑張りたいです。

２年	泉野　潤さん（津乃峰町：16歳）：後列右から２番目
　僕のインターハイでの目標は、全国で１勝以上することです。そのためにもた
くさん練習をして自分の最大の力を出せるように頑張りたいです。

２年 伊勢凱人さん（柳島町：17歳）：後列左から３番目
　８月に岩手であるインターハイは、このチームで出る最後の公式戦なので３年
生をサポートして一つでも多くの試合に勝てるように頑張ります。

２年 谷口祐二さん（加茂町：16歳）：後列左から１番目
　全国大会が決まって、残り少ない期間ですが、少しでも多く３年生と一緒に練
習をしたいと思います。全国では、チーム一丸となって勝ちたいです。

２年 藤田祐哉さん（長生町：16歳）：後列右から４番目
　チーム一丸となり全員ホッケーをし、最後まであきらめず一戦一戦全力で戦い
たいと思います。そして全国で活躍できるよう全力でプレーします。

２年 永市弘樹さん（津乃峰町：16歳）：後列右から１番目
　今年のインターハイは、岩手県であるのですが、チームの目標の２回戦突破が
できるように今までの一番いいプレーで先輩を喜ばせたいです。

２年 鎌谷真充さん（津乃峰町：16歳）：丸抜き
　僕は、チームの目標の「全国２勝」をめざして頑張りたいです。あと自分が試
合に出たときには、少しでもチームに貢献したいです。

２年 米積正晃さん（那賀川町：16歳）：後列左から２番目
　僕は、阿南工業ホッケー部の一員として全力でプレーしてきます。先輩に迷惑
をかけないように最後まで走りぬき頑張ります。

３年 武田厚輝さん（宝田町：17歳）：前列右から４番目
　インターハイでは全国の強豪が相手ですが、阿南工業らしい元気と運動量のあ
る試合をして、少しでも良い結果を残したいです。

２年 橘　真輝さん（桑野町：16歳）：前列右から２番目
　メンバーには入っていないけれどインハイで勝利できるようにチームメイトを
しっかりサポートしてチームに貢献できるように頑張りたいです。

３年 岡本淳嗣さん（新野町：17歳）：前列左から４番目
　僕は、今まで僕を支えてくれた方々への感謝を胸に全力でプレーしたい。
そして、一日でも多く、阿南工業ホッケー部の主将でいたいと思う。

２年 原田瑛二さん（津乃峰町：17歳）：前列左から２番目
　僕は試合に出られないと思うけど、ベンチでチームが勝つように応援して、自
分も試合に出られるように頑張って昨年の先輩を超えていきたいです。

３年 福島　凌さん（日開野町：17歳）：前列右から３番目
　僕たち３年生は最後の大会なのでみんなで力を合わせチーム一丸となって
できるだけ多く勝ち進みたいです。点とります！！！！

３年 樫原光樹さん（西路見町：17歳）：前列右から１番目
　今年の全国大会で、僕はベスト８をめざし、頑張って、どんなすごいシュート
も止め、全国２勝をしたいです。試合すべて無失点でいきます。

２年 青木敬尚さん（見能林町：16歳）：前列左から１番目
　僕は、試合で先輩たちにすごいプレーを見せられすごいと思い、僕も先輩たち
のプレーをまねして残り少ない時間を大切にしてインハイで優勝したいです。

３年 村田幸輝さん（柳島町：17歳）：前列左から３番目
　昨年の全国大会では１回戦を勝ったので、今年の全国大会は昨年の全国大会の
敗戦を糧として２回戦以上に進み優勝したいです。

阿南工業高等学校　ホッケー　男子
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ライフル射撃
「第49回全国高等学校ラ
イフル射撃競技選手権大
会」が、７月28日から31日
まで広島県で開催されます。

　被災地宮城県でのインターハイ開催。
勝つぞという思いが自然と湧いてきま
す。ひとつひとつの漕ぎを大切に、ペ
アで息を合わせ上位入賞をめざします。

那賀高等学校　３年
湯浅　陸杜さん（羽ノ浦町：17歳）
カヌー　男子　ペア

　私はこれが最後の全国大会となるの
で、今までの練習を無駄にせず、最後
まであきらめずに精一杯頑張ってきた
いと思います。

新野高等学校　３年
黒岩由実さん　（山口町：18歳）　
ライフル射撃　女子　エアライフル　個人

　今回、初めてインターハイに出場で
きてとても嬉しいです。先輩方に迷惑
をかけないように、チームの力になれ
るよう、精一杯頑張りたいです。

徳島商業高等学校　２年：右
山口真美さん　（西路見町：16歳）　
テニス　女子　団体

　私は昨年に続き、インターハイに出
場することが決まりました。自分にと
って最後の大会なので、悔いの残らな
いよう、全力で戦ってきます。

徳島商業高等学校　３年：左
枇杷谷優理さん　（中林町：18歳）　
テニス　女子　団体・個人　ダブルス

　今年もインターハイに出場すること
ができてとても嬉しいです。私にとっ
ても最後になるので悔いの残らないよ
うに頑張りたいです。

勝浦高等学校　３年
赤坂美波さん（上大野町：17歳）
ライフル射撃　女子　エアライフル　個人

　今回は東北でのインターハイなので、
人々を元気づけられるような演技がで
きるように精一杯演技したいと思いま
す。

富岡東高等学校　２年
福田紗己さん（橘町：17歳）
体操　女子　個人

　徳島県代表として責任と自覚を持っ
て全国の舞台で悔いの残らないように
精一杯頑張ってきたいと思います。

阿南工業高等学校　２年
杉本和繁さん（柳島町：17歳）　
体操　男子　個人

　私にとって最後の大会になります。
今まで支えてくださった方々に感謝し
て、悔いの残らないように自分の剣道
をしてきたいです。

富岡西高等学校　３年
那佐　萌さん（那賀川町：18歳）
剣道　女子　個人

鳥取県

山口県

広島県

安芸太田町

３年 住友勇輝さん（宝田町：17歳）
　インターハイでは総体の時のようにチーム一丸となり、徳
島県の代表として自分ができることをすべて出し切ってきた
いと思います。応援お願いします。

３年 谷口奨真さん（那賀川町：17歳）
　今回インターハイに出場できたのは、いろんな方々の応援
があったからです。インターハイでは、感謝の気持ちを忘れ
ずに全力で試合をしてきたいです。

３年 小藪京蔵さん（見能林町：18歳）　（個人でも出場）
　インターハイでは団体、個人ともに自分の力を全部出し切
って少しでも上位に残れるように１つ１つの試合を大事にし
て頑張りたいと思います。

２年 蘆田佳郁さん（那賀川町：17歳）
　インターハイでは、今まで練習してきたことを発揮できる
ようにしたいです。徳島県の代表として、恥ずかしくない堂々
とした試合をしてきたいです。

３年 神元真樹さん（上中町：17歳）
　３年生には、最後の大会になるので悔いの残らないように
今までサポートや応援をしてくれた人に感謝して全力で頑張
りたいです。

阿南工業高等学校
剣道　男子　団体
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よ

び
専
修
学
校
２
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

−

３
２
９
９
）
へ

　
日
本
に
と
っ
て
近
く
て
遠
い
国
は
北
朝
鮮
で
す
が
、

遠
く
て
近
い
国
の
一
つ
に
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
が
あ
り
ま

す
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ブ
リ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
経
済
発
展
が
著
し
い
ブ
ラ
ジ

ル
（
Ｂ
ｒ
ａ
ｚ
ｉ
ｌ
）、ロ
シ
ア
（
Ｒ

ｕ
ｓ
ｓ
ｉ
ａ
）、
イ
ン
ド
（
Ｉ
ｎ
ｄ

ｉ
ａ
）、
中
国
（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
）、
南

ア
フ
リ
カ
（
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
　
Ａ
ｆ
ｒ

ｉ
ｃ
ａ
）
の
頭
文
字
を
合
わ
せ
た
５

カ
国
の
総
称
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、

人
口
１
億
９
４
０
０
万
人
（
世
界
５

位
）、
面
積
は
約
８
５
１
万
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
（
世
界
５
位
、
日
本
の

22
・
51
倍
）、
過
去
幾
た
び
か
の
経

済
危
機
を
克
服
し
、
今
、
鉄
鉱
石
や

深
海
油
田
な
ど
豊
富
な
地
下
資
源
や

広
大
な
大
地
か
ら
生
産
さ
れ
る
農
畜

産
物
が
外
国
資
本
を
引
き
付
け
て
い

ま
す
。
欧
州
や
米
国
勢
と
比
べ
出
遅

れ
が
目
立
っ
て
い
た
日
本
企
業
も
ブ

ラ
ジ
ル
市
場
攻
略
の
動
き
を
本
格
化

し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
国
に
み
ら
れ
る
周
辺
国

と
の
間
に
国
境
な
ど
を
巡
る
紛
争
も

無
く
、
安
全
保
障
上
の
大
き
な
問
題
も
抱
え
て
い
ま
せ

ん
。
２
０
１
４
年
に
開
催
予
定
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
や
、
２
０
１
６
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
た

く
ま
し
く
国
造
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
４
月
28
日
、
１
５

８
家
族
７
８
３
人
を
乗
せ
た
「
笠
戸
丸
」
が
神
戸

港
を
出
航
し
、
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
集
団
移
住
が

始
ま
り
ま
し
た
。
応
募
者
の
大
半
は
九
州
、
沖
縄

を
中
心
と
す
る
西
日
本
出
身
者
で
し
た
。
新
天
地

で
の
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
艱か
ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

を
克
服
し

な
が
ら
も
、
現
在
１
５
０
万
人
を
擁
す
る
世
界
最

大
の
日
系
人
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
ま

す
。

　
私
は
、
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）

７
月
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
か
れ
た
ブ
ラ

ジ
ル
徳
島
県
人
会
創
立
30
周
年
式
典
に

出
席
し
ま
し
た
。
移
民
一
世
の
さ
ま
ざ

ま
な
苦
労
話
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
彼

ら
の
望
郷
の
念
に
触
れ
、
共
に
涙
し
た

記
憶
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
空
路
24
時
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
時
間
距

離
は
長
く
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
最
も

遠
く
て
近
い
国
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

−

遠
く
て
近
い
国

−

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

－

市長通信

－

お元気ですか
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平
和
を
祈
り

１
分
間
の
黙も

く
と
う
を

　

昭
和
20
年
、
広
島
と
長
崎
に
原げ
ん

爆ば
く

が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の
被
爆

国
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

の
ご
冥め
い

福ふ
く

と
、
核
も
戦
争

も
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
、
家
庭

や
職
場
お
よ
び
地
域
で
１
分
間
の
黙も
く

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

広
島　
８
月
６
日
㈯
午
前
８
時
15
分

長
崎　
８
月
９
日
㈫
午
前
11
時
２
分

終
戦　
８
月
15
日
㈪
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
け
付
け

支
給
対
象　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方
。

▼
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
、
年

齢
が
満
65
歳
以
上
の
方
。

▼
同
年
９
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方
（
入
所
ま
た
は

長
期
入
院
等
を
除
く
）。

▼
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

方
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
老
衰

等
の
た
め
、
常
時
ね
た
き
り
状
態
が

継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
（
生
活

活
動
範
囲
が
屋
内
に
限
ら
れ
る
方
）。

支
給
金
額　
６
０
０
０
円（
年
一
回
）

申
請
方
法　
８
月
16
日
㈫
ま
で
に
お

近
く
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎

22

−

８
０
６
４
）
へ

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
７
月
31
日
現
在
で

常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
賃
金
、
労

働
時
間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
、

全
国
お
よ
び
都
道
府
県
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間　
８
月
〜
９
月

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
統
計
調
査

課
（
☎
０
８
８

−

６
２
１

−

２
１
３

８
）
へ

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

阿
南
市
成
人
式
は
、
平
成
24
年
１

月
８
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
式
の
実
行
委
員
と
し

て
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
☎

22

−

３
３
９
１
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

夫
が
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
夫
の
収
入
だ
け
で
生

活
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
が
不
安
で
す
。
何
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A
年
金
加
入
中
の
方
や
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間

を
満
た
し
た
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を

支
え
ら
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
受
講
者
再
募
集

ま
た
は
「
子
」
に
、
子
が
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
20
歳
ま
で
の
間
）、
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
保

険
料
納
付
済
期
間（
免
除
期
間
含
む
）

が
３
分
の
２
以
上
ま
た
は
直
近
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

　

気
に
な
る
講
座
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
！ 

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し

て
い
る
30
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

（
学
生
は
除
く
）。
継
続
登
録
者
は
35

歳
ま
で
。

登
録
費　
年
間
１
０
０
０
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

−

４
５
７
２
）

へ
（
受
付
時
間
は
平
日
午
後
１
時
〜

９
時
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

　

高
齢
者
を
狙
い
、
割
高
で
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
を
さ
せ

る
悪
質
な
訪
問
販
売
が
増
え
て

い
ま
す
。
訪
問
販
売
に
は
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
泣
き
寝
入
り
せ
ず
、
不

審
な
点
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

■
食
品
と
放
射
能
Ｑ
＆
Ａ

　

消
費
者
庁
で
は
、
放
射
能
や

食
品
等
の
安
全
に
関
し
、
消
費

者
の
皆
さ
ん
が
疑
問
や
不
安
に

思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
「
食
品
と
放

射
能
Ｑ
＆
Ａ
」
の
最
新
版
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.caa.go.jp

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
24

−

３
２
５
１
）

社
会
福
祉
会
館
３
階
（
Ｊ
Ｒ
阿

南
駅
前
）
へ

閉
館
日　
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始

講 座・
クラブ名

曜日 時　　間

生 花 火 18:00〜20:00

着 付 け 水 19:00〜21:00

書 道 水 19:30〜21:00

料 理 木 18:30〜21:00

茶 道 木 19:00〜21:00

英 会 話 木 20:00〜21:00

ヨ ー ガ 火 2 回 19:30〜21:00

フットサル 木 2 回 20:00〜22:00

バドミントン 火 20:00〜22:00

ソフトバレーボール 水 2 回 20:00〜22:00

卓 球 水 19:00〜21:00

テ ニ ス ３回 19:00〜22:00

※上記以外にも短期講座やイベントに
参加できます。

平成23年（2011年）8月1日〔第637号〕広報7



前
９
時
〜
午
後
６
時
（
８
時
間
）

普
通
救
命
講
習　
毎
月
（
９
月
を
除

く
）
第
１
日
曜
日　

午
後
１
時
〜
４

時
（
３
時
間
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
15
歳
以
上
の
方

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

受
付
期
間　
開
催
日
１
週
間
前
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本

部
救
急
係
（
☎
22
―
１
１
２
０
）
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　
９
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
の
２

日
間　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時

30
分

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
60
人

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
別
途
テ

キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円
程
度
必
要
）

申
込
期
間　
８
月
10
日
㈬
〜
９
月
12

日
㈪
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
22
―
３
７
９
９
）
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
へ

国
民
健
康
保
険
税
の

免
除
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
が
、
大
震
災
の
発
生
の
日
か
ら

１
年
以
内
に
被
災
地
域
か
ら
直
接
本

市
に
転
入
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
場
合
、
保
険
税
を
免
除
す

る
制
度
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22
―

１
１
１
４
）
へ

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週
間

（
９
月
４
日
〜
10
日
）
に
合
わ
せ
て
、

救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
も
し
も

の
時
の
た
め
に
応
急
手
当
（
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）
の
基
本
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

上
級
救
命
講
習　
９
月
４
日
㈰　

午

■
サ
ー
フ
ィ
ン（
ウ
ィ
メ
ン
ク
ラ
ス
）

武
知
美
波
さ
ん
（
受
賞
時
‥
富

岡
東
高
校
２
年
）

徳
島
県
藍
青
賞

（
平
成
22
年
度
後
期
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

住宅用火災報知器
付け忘れはないですか

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

子
ど
も
の
非
行
防
止
に
ご
協
力
を

　

夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

時
期
、
子
ど
も
が
非
行
に
走
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
地
域
社
会
全
体
で
厳

し
く
も
温
か
い
目
で
子
ど
も
を
見
守

り
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
対
し
、
身

の
回
り
に
は
常
に
自
分
の
こ
と
を
気

に
か
け
て
い
る
「
大
人
の
目
」
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
電
話　

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン　

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
８
９
０
０　

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22
―
０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

207件（1,255）
0人（    4）

49人（  243）

救　　急 件 数
搬送人員

260件（1,516）
249人（1,466）

火　　災 件 数
損 害 額

1件（ 26）
0千円（29,436千円）

●阿南署管内平成23年6月分合計　(　)内は1月からの累計

光のまちステーションプラザ	
８月の催し

　■展示コーナー　午前10時〜午後８時
※初日と最終日の開催時間は異なります。

流木とかずら工芸展　２日㈫～14日㈰
ほのぼの色鉛筆画展　16日㈫～28日㈰
竹細工展　　　　　　30日㈫～9月11日㈰
　■体験会　
かずら工芸　７日㈰　午後１時〜４時

【参加費】1,000円　【定員】15人　
【申込締切】４日㈭
ＬＥＤオブジェ　21日㈰　午前10時〜、午後１時〜

【参加費】1,000円　【定員】15人　
【申込締切】18日㈭

「竹人形、星形あんどん、LEDグラス作り」カルチャー
講座を常時開催中！
　昨年度展示コーナーに出展していただいた作品の販
売コーナー「こんまいギャラリー」を開店しました。

　申込み・問い合わせは　
　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

環境と

くらし

シリーズ 〈№ 14〉

『クールビズ』

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
、

冷
暖
房
の
温
度
を
28
度
に
設
定
。
そ

ん
な
オ
フ
ィ
ス
で
快
適
に
過
ご
す
た

め
、
２
０
０
５
年
の
夏
に
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
、「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｚ
」（
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
始
ま
り
）
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
夏
場
の
電

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
は
節
電
に
取
り
組
む
姿
勢
を
打
ち

出
す
た
め
、
毎
年
６
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
夏
の
軽
装
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

を
１
カ
月
前
倒
し
、
５
月
よ
り
開
始

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
６

月
〜
９
月
に
実
施
し
て
き
た
「
徳
島

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」
を
10
月
ま
で

１
カ
月
間
延
長
し
、
冷
房
の
温
度
設

定
を
28
度
に
す
る
ほ
か
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
服
装
を
推
奨
、
照
明
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
こ
ま
め
な
電
源
オ
フ
等
、

節
電
、
省
エ
ネ
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22
―
３
４
１
３
）
へ
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応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま

た
は
市
内
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
の
学
校

に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒

応
募
部
門　
【
小
学
校
】　
①
低
学
年（
１
・

２
年
）
部
門
②
中
学
年
（
３
・
４
年
）
部

門
③
高
学
年
（
５
・
６
年
）
部
門
④
小
学

校
特
別
支
援
学
級
・
阿
南
支
援
学
校
小
学

部
低
学
年
（
１
・
２
年
）
部
門
⑤
同
中
学

年
（
３
・
４
年
）
部
門
⑥
同
高
学
年
（
５
・

６
年
）
部
門
【
中
学
校
】
⑦
中
学
校
部
門

⑧
中
学
校
特
別
支
援
学
級
・
阿
南
支
援
学

校
中
学
部
部
門
【
高
等
学
校
】
⑨
高
校
・

高
専
部
門
⑩
阿
南
支
援
学
校
高
等
部
門

【
一
般
】
⑪
市
民
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
む
）

応
募
規
定　
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
と
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
は
、
四
つ
切
り

画
用
紙
（
38
㎝
×
54
㎝
）
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
作
文
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
は
３
枚

程
度
（
低
学
年
は
２
枚
程
度
）
中
学
生
、

高
校
生
、
阿
南
市
民
お
よ
び
市
内
事
業
所

等
に
勤
務
す
る
人
は
４
枚
程
度

募
集
期
間　
９
月
８
日
㈭
必
着

審
査
方
法
お
よ
び
発
表　
審
査
会
で
最
優

秀
・
特
選
・
入
選
を
決
定
し
、
最
優
秀
・

特
選
に
つ
い
て
は
、
本
人
（
児
童
・
生
徒

は
学
校
）
に
通
知
し
ま
す
。

表
彰
等　
最
優
秀
お
よ
び
特
選
に
選
出
さ

れ
た
作
品
の
作
者
に
は
、
阿
南
市
人
権
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
賞
状
お
よ
び
賞

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
作
文
の
最
優
秀
作
品
は
当

日
発
表
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
最
優

秀
・
特
選
作
品
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
人
権
教
育
・
啓

発
資
料
や
物
品
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
４

−

８
５
０
１　

阿
南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12
番

地
３　

人
権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

−

３

０
９
４
）
へ

　「阿南市人権尊重のまちづくり条例」の趣旨に基づき、
すべての人の人権が尊重される明るく住みよい阿南市の
実現を図るため、同和問題をはじめ女性の人権、子ども
の人権、高齢者の人権、障がい者の人権など、様々な人
権問題の解決を目指す啓発活動の一環として、人権問題
啓発標語・ポスターおよび人権作文を募集します。

人
権
教
育・啓
発

〈
連
載
78
〉

人権問題啓発標語・
ポスターおよび
人権作文を募集します！

日
時　
８
月
23
日
㈫　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

講
師　
鳴
門
教
育
大
学
基
礎
・
臨
床
系
教
育
部
准
教
授　

佐
藤　

亨
さ
ん

演
題　
「
非
行
児
童
・
生
徒
の
理
解
と
援
助
」

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

競技名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス
8/17

南部健康運動公園
8/ 1 中学生（男子）

8/22 8/ 1 中学生（女子）
9/ 4 8/22 一般（高校生含む）・シニア

硬 式 テ ニ ス

8/21 南部健康運動公園 8/13 小学生・高校生
9/10 阿南高専はつらつランドコート 9/ 2 高校生
9/18

南部健康運動公園
9/10 一般

10/ 2 9/24 シニア

軟 式 野 球 8/21
28

新野グラウンド、アグリあなんス
タジアム　ほか 7/30 一般・壮年（地区体協対抗）

水 泳 8/28 サンアリーナ温水プール 8/19 小学生・中学生・高校生・一般
バ ド ミ ン ト ン 8/28 総合スポーツセンター 7/27 市内在住または通勤・通学者

陸 上 9/ 3 阿南工業高等専門学校 8/19 小学生・中学生・高校生・
一般・中高齢者

相 撲 9/ 4 橘町ふれあい公園相撲場 8/12 市内小・中学生

バスケットボール 9/ 4 那賀川スポーツセンター 8/24 協会加入の各団体および招待
チーム

バ レ ー ボ ー ル 9/ 4 総合スポーツセンター 8/25 14 地区体協対抗（男・女）
銃 剣 道 9/11 阿南工業高等学校　体育館 8/31 市内在住または通勤・通学者
ゲ ー ト ボ ー ル 9/ 9 林崎コート 8/10 協会加入の団体（クラブ）

ソ フ ト ボ ー ル 9/ 4
11 那賀川河川敷グラウンド 8/17 一般男子・レディース

民踊・フォークダンス 9/10 文化会館 市民民踊愛好者

柔 道 9/11 武道館 8/ 7 幼児・小学生・中学生・
高校生・一般

卓 球 9/11 総合スポーツセンター 9/ 2 市内在住または通勤・通学者

サ ッ カ ー 10/1
2 富岡小学校グラウンド 小学生

剣 道 10/ 9 那賀川スポーツセンター 9/15 小学生・中学生・高校生
弓 道 10/ 2 B&G 那賀川海洋センター武道館 9/16 高校生・一般

グラウンドゴルフ 10/ 4 橘港中浦緑地 9/20 協会加入の各団体
（クラブチーム）

ホ ッ ケ ー 11/ 3 阿南工業高校ホッケー場 10/14 小学生・中学生・高校生・
一般

ラグビーフットボール 11/19 よんでん W ａンダーランド 11/12 小学生
体 操 12/18 総合スポーツセンター 当日受付 幼児・小学生・中学生

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22－3394）へ

●●●　阿南市体育祭のお知らせ　●●●
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シリーズ	災害に備える №４沿
岸
地
域
自
主
防
災
会
の
ご
意
見

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
沿
岸
地

域
自
主
防
災
会
長
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
ご
要

望
を
順
次
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
見
能
林
地
区

（
４
月
22
日
：
見
能
林
公
民
館
）

・
避
難
所
・
避
難
経
路
の
整
備

・
防
災
無
線
の
整
備

・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
周
知

・
避
難
情
報
等
の
連
絡
体
制
の
構
築

・
避
難
時
の
津
乃
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

通
行
無
料
化

※
次
号
で
は
、
福
井
・
橘
地
区
を
紹

介
し
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、

地
域
防
災
力
の
向
上
お
よ
び
防
災
関

係
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
災
害
対

応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、
南
海
地
震
に
よ
る
被
害

を
想
定
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
住
民
が
主

体
的
か
つ
実
践
的
な
内
容
で
行
う
予

定
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
８
月
28
日
㈰　

午
前
７
時
〜

11
時

場
所　
福
井
小
学
校
（
主
会
場
）

訓
練
内
容　

▼
午
前
７
時
〜
９
時　

福
井
各
地
区
で
津
波
の
来
襲
を
想
定

し
て
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
午
前
９
時
〜
11
時
過
ぎ　

福
井
小
学
校
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。

①
避
難
所
へ
の
避
難
訓
練
②
消
防
分

団
現
地
指
揮
所
開
設
訓
練
③
ヘ
リ
に

よ
る
避
難
広
報
お
よ
び
対
空
メ
ッ
セ

ー
ジ
作
製
訓
練
④
初
期
消
火
訓
練
⑤

倒
壊
家
屋
か
ら
の
負
傷
者
救
出
・
搬

送
訓
練
⑥
応
急
処
置
訓
練
⑦
消
防
分

団
消
火
訓
練
⑧
体
験
・
見
学
・
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎

22

−

９
１
９
１
）
へ

耐
震
化
の
取
り
組
み

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
耐
震
補
強
工
事

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
羽
ノ
浦
小
学
校
、
桑
野
小
学

校
、
岩
脇
小
学
校
、
平
島
小
学
校
、
吉
井
小
学
校
、
阿

南
第
二
中
学
校
で
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
、
平
成
22
年
度
末
現
在
の
耐
震
化
率
は
、
78
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
見
能
林
小
学
校
、
今
津
小
学
校
、
羽
ノ

浦
小
学
校
で
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
計
画
で
は
、

平
成
24
年
で
耐
震
補
強
工
事
を
終
了
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
阿
南
第
一
中

学
校
で
は
、
既
に
普
通
教
室
棟
と
特
別
教
室
棟
の
建
設

を
完
了
し
、
現
在
、
管
理
棟
の
建
設
に
取
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
平
成
24
年
度
の
早
い
時
期
に
既
存
校

舎
棟
の
解
体
を
行
い
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
外
構
整
備

を
含
め
す
べ
て
を
終
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
那
賀

川
中
学
校
に
つ
い
て
も
、
平
成
22
年
12
月
か
ら
校
舎
棟

の
建
設
を
行
っ
て
お
り
、
校
舎
棟
完
成
後
、
武
道
場
建

設
や
既
存
校
舎
の
解
体
を
行
い
、
同
じ
く
平
成
25
年
度

ま
で
に
は
工
事
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
阿

南
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
校
舎
改
築
の
実
施
設

計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
を
受
け
、
早
急
に
耐
震
化

事
業
を
完
了
し
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
で
の
安
心
安

全
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
、
ま
た
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
工
事

期
間
中
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
各
学
校
施
設
の
耐
震
性
能
一
覧
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務
課（
☎
22

−

３
２
９
９
）

へ

　
安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
へ　
耐
震
化
が
進
ん
で
い
ま
す

学校施設の耐震化の進捗状況 （平成23年３月31日現在）

学　校　数 全　棟　数 耐震補強が必要と
見込まれる棟数※

うちＨ23実施予定分
（改築工事を除く）

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

小学校 22校
校舎 53 54,921 7 9,703 3 7,363 
屋体 22 15,648 3 1,708 0 0 
計 75 70,569 10 11,411 3 7,363 

中学校 10校
校舎 30 36,082 10 18,417 0 0 
屋体 14 12,388 6 6,151 0 0 
計 44 48,470 16 24,568 0 0 

幼稚園 ９園 園舎 6 3,464 1 365 
計 6 3,464 1 365 

合　計 41校・園

校舎 83 91,003 17 28,120 3 7,363 
屋体 36 28,036 9 7,859 0 0 
園舎 6 3,464 1 365 
計 125 122,503 27 36,344 3 7,363 

※平成22年度末時点の状況です。中学校については、今後改築予定の棟数も含んでいます。
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５
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、

災
害
派
遣
支
援
員
と
し
て
宮
城
県

気
仙
沼
市
大
島
で
支
援
物
資
の
仕

分
け
等
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

支
援
物
資
の
量
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
物
資
が
入
っ
た
箱

に
支
援
者
が
書
い
た
「
応
援
し
て

い
ま
す
」
の
言
葉
を
読
み
涙
ぐ
む

島
民
も
お
り
、
支
援
者
か
ら
被
災

者
へ
の
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
は
確
か
に
届
い
て

い
ま
し
た
。

　

大
島
で
は
、
電
気
・
水
道
が
一

部
を
除
い
て
復
旧
し
て
い
ま
し
た

が
、
島
の
沿
岸
部
で
は
地
震
・
津

波
の
影
響
で
崩
壊
し
た
住
居
の
残

骸
、
分
断
さ
れ
た
道
路
の
光
景
が

地
震
の
残
酷
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
体
験
談
と
し

て
、
毎
日
の
よ
う
に
復
興
活
動
を

行
っ
て
い
る
地
元
職
員
は
「
運
転

中
に
車
ご
と
津
波
に
飲
み
込
ま
れ

た
が
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
被
災
地
で

は
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
、
復
興
に
向
け
活

動
し
て
い
る
人
の
中
に
も
、
後
少

し
で
命
を
落
と
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
何
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
の
か
を
考
え
た
と
き
に
地

元
の
方
の
話
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
話
は
、「
島
内
で
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
た
際
に
、
要
請
し

た
自
衛
隊
の
消
火
活
動
が
始
ま
る

前
に
島
民
が
一
丸
と
な
り
消
火
活

動
を
行
い
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。　

　

南
海
地
震
発
生
に
よ
る
被
害
が

阿
南
市
で
は
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
際
は
、
大
島
で
の
消
火
活
動
の

よ
う
に
地
元
住
民
の
繋
が
り
、
自

主
防
災
組
織
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　

農
地
整
備
課

技
師　

福
田　

佳
典　

震
災
に
備
え
て

被災地
からの
メッセージ

支援物資を仕分けるようす。

記
憶
に
な
い
ほ
ど
の
長
い
揺
れ

　

震
災
当
時
、
私
た
ち
は
、
郡
山
駅
周
辺
の
ビ
ル
の
２
階
に

あ
る
店
舗
に
い
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
の
間
揺
れ
た
の
か
記
憶

に
な
い
ほ
ど
長
い
地
震
で
し
た
。
身
の
危
険
を
感
じ
た
私
た

ち
は
、
部
屋
を
出
て
階
段
の
踊
り
場
で
う
ず
く
ま
り
、
同
じ

ビ
ル
の
入
居
者
と
身
を
寄
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く

の
思
い
で
外
に
出
て
み
る
と
、
ビ
ル
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た

人
た
ち
で
街
は
騒
然
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
道
路
は
ひ
び
割

れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
が
散
乱
、
一
部
で
は
マ
ン
シ
ョ

ン
が
倒
壊
。
そ
の
間
も
絶
え
間
な
く
余
震
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

地
震
の
予
兆
、
天
変
地
異
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
自
然
現
象

　

地
震
直
後
、
そ
れ
ま
で
の
空
模
様
が
一
変
し
て
大
雪
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
新
潟
方
面
の
雲
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま

り
、
翌
朝
、
新
潟
や
長
野
で
震
度
６
の
地
震
が
発
生
。
他
に

も
、
店
の
蛍
光
灯
が
青
白
く
半
分
点
い
た
状
態
に
な
っ
た
り
、

飛
行
機
雲
と
は
明
ら
か
に
違
う
無
数
の
す
じ
状
の
雲
が
現
れ

た
り
と
、
普
段
で
は
あ
り
え
な
い
現
象
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
兄
か
ら
は
、
電
波
時
計
が
６
時
間
も
狂
っ
て
い

た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
天
変
地
異
。
身

の
毛
が
よ
だ
つ
思
い
が
し
ま
し
た
。

錯
綜
す
る
情
報
に
身
の
危
険
を
感
じ
、
県
外
へ
避
難

　

福
島
原
発
事
故
で
は
、
放
射
性
物
質
と
い
う
見
え
な

い
恐
怖
に
不
安
と
緊
張
を
強
い
ら
れ
、
私
た
ち
は
、
い

っ
た
ん
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
友
人
や
知

人
と
相
談
し
、
悩
ん
だ
末
で
の
決
断
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン

も
残
り
少
な
く
、
と
に
か
く
行
け
る
所
ま
で
行
こ
う
と

宇
都
宮
ま
で
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
幹
線

で
東
京
、
大
阪
と
転
々
と
し
ま
し
た
。
東
京
に
向
か
う

新
幹
線
は
避
難
す
る
人
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
新
大
阪
駅

周
辺
の
ホ
テ
ル
は
避
難
し
て
き
た
人
で
満
室
状
態
で
し

た
。

　

避
難
す
る
間
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
さ
え
あ
れ
ば
葉
っ
ぱ

で
も
食
え
ば
い
い
、
そ
の
く
ら
い
の
危
機
感
が
あ
り
、

精
神
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

阿
南
で
は
、
以
前
、
夫
が
勤
め
て
い
た
会
社
の
部
下

の
方
の
ご
厚
意
で
、
滞
在
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
２
週
間
余
り
は
、

精
神
的
苦
痛
か
ら
開
放
さ
れ
た
だ
け
で
も
救
い
と
な
り

ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
ご
夫
妻
は
、
震
災
で
受
け
た
心
の
傷
が
癒
さ
れ

な
い
な
か
、
勇
気
を
持
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
穏

や
か
で
な
い
心
中
を
察
す
る
と
心
が
痛
み
ま
す
。

　

４
月
６
日
、
２
人
は
、
注
文
を
い
た
だ
い
た
お
客
様

に
商
品
を
届
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
と
阿
南
を

後
に
し
ま
し
た
。
店
の
再
開
の
目
途
は
立
っ
て
お
ら
ず
、

地
震
や
放
射
能
へ
の
恐
怖
心
が
ぬ
ぐ
い
き
れ
て
い
な
い

状
況
で
の
帰
郷
。
そ
れ
を
見
送
る
だ
け
し
か
で
き
な
い

私
た
ち
の
無
力
感
を
、
た
だ
た
だ
感
じ
る
ば
か
り
で
し

た
。

（
聞
き
取
り　

４
月
４
日
）

　福島県郡山市でアクセサリー店を経営する福島さ
んご夫妻。３月11日に発生した地震で、郡山市内
にある店舗や住宅に大きな被害を受けました。余震
そして放射性物質という見えない恐怖に怯える生活
を強いられ、止む無く県外避難を決意。東京、大阪
と転々とした後、３月20日から18日間、阿南市羽
ノ浦町で滞在されました。

被
災
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ニュースオアシス

　
野
球
観
光
ツ
ア
ー
や
全
国
大
会
の
運
営

に
欠
か
せ
な
い
運
営
員
（
放
送
・
記
録
員
）

を
養
成
し
て
、
円
滑
な
大
会
運
営
を
図
ろ

う
と
、
７
月
10
日
、
17
日
、
24
日
の
３
日

間
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
球
場
な
ど
で
放
送
・

記
録
員
等
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
参
加
し
た
９
人
は
、
公
式
記

録
員
の
木
内
美
枝
子
さ
ん
か
ら
ス
コ
ア
ブ

ッ
ク
の
記
録
方
法
を
学
ん
だ
ほ
か
、
米
本

元
子
さ
ん
か
ら
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
ノ
ウ
ハ

ウ
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

社
会
人
野
球
大
会
に
参
加
し
、
実
践
練
習

　
阿
南
高
専
が
、
８
月
27
日
か
ら
ド
イ
ツ
で

開
か
れ
る
第
３
回
ア
イ
デ
ア
万
博
に
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
た
射
撃
ゲ
ー
ム
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
手
書
き

入
力
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
出
品
し
ま
す
。
こ
の

ア
イ
デ
ア
万
博
は
、
ド
イ
ツ
北
部
の
ニ
ー
ダ

ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
州
都
で
あ
る
ハ
ノ
ー
バ
ー

で
２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
前
回
大
会
で
は

約
30
万
人
が
訪
れ
た
大
規
模
な
科
学
技
術
万

博
で
す
。
今
回
も
１
６
０
を
超
え
る
展
示
ブ

ー
ス
が
あ
る
中
、
阿
南
高
専
は
数
少
な
い
ヴ

ル
フ
独
大
統
領
が
視
察
す
る
ブ
ー
ス
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
イ
デ
ア
万
博
へ
の
参
加
は
、
林

田
栄
治
阿
南
高
専
国
際
交
流
室
長
が
昨
年
10

月
か
ら
準
備
。
同
校
電
気
電
子
工
学
科
の
長

谷
川
竜
生
准
教
授
が
、
研
究
室
現
５
年
生
の

尾
崎
貴
弥
さ
ん
を
率
い
て
手
が
け
て
い
た

「
レ
ー
ザ
ー
ペ
ン
で
文
字
な
ど
を
黒
板
の
よ

う
に
書
き
消
し
で
き
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
」
を

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
万
博
側
が
強
く
興
味
を

示
し
、
日
本
の
大
学
、
短
大
、
高
専
で
は
初

め
て
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
阿

南
高
専
か
ら
は
小
松
満
男
校
長
ほ
か
５
人
の

教
員
と
３
人
の
学
生
が
渡
独
し
ま
す
。

　
長
谷
川
准
教
授
は
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
今
後
も
大

き
く
発
展
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
を
外
国
の
若
者
に
紹
介
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　
広
報
を
見
て
受
講
し
た
と
い
う
野
田
明
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）
は
、「
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク

の
記
帳
や
電
光
掲
示
板
の
機
器
操
作
は
不
慣
れ
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
で
き
れ
ば

続
け
た
い
で
す
。」
と
意
欲
的
に
実
践
練
習
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
運
営
員
は
16
人
（
男
子
２
人
、
女
子
14
人
）。
今
後
も
定
期
的
に
養
成
講
座
を

開
催
し
て
、
運
営
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
増
員
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

放
送
・
記
録
員
を
養
成
し
て

円
滑
な
大
会
運
営
を
め
ざ
す

独
大
統
領
に
阿
南
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
Ｐ
Ｒ

阿
南
高
専
が

独
ア
イ
デ
ア
万
博
出
品

“ 元気の道・命の道 ”日和佐道路が全線開通
　７月16日、待望の日和佐道路が全線開通しました。
　日和佐道路は、福井町小野～美波町北河内（9.3㎞）の地域高規格道路で、この
ほど福井町小野～由岐ＩＣ（3.1㎞）の道路整備が完了し、すでに供用している由
岐ＩＣ～美波町北河内と合わせて全線開通となりました。
　同日、福井総合センターで行われた全線開通式では、関係者約220人が出席して、
元気の道・命の道として期待される日和佐道路の完成を祝いました。その後行われ
たセレモニーでは、福井小児童による竹太鼓「若竹げんき太鼓」が披露され、開通
の喜びを竹太鼓の音色に乗せて里山に響かせていました。
　日和佐道路は、阿南市から高知県安芸市を結ぶ約 110㎞の阿南安芸自動車道の
うち、最初の事業区間として平成７年に事業着手。事業費は約494億円です。

最終調整に余念がない長谷川准教授

アグリあなんスタジアムでの実践練習のようす（７月17日）

〝
み
な
み
の
町
か
ら
光
の
ま
ち
へ
〟

マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

日
和
佐
道
路
か
ら
の
景
色
を
堪
能

　
阿
南
市
合
併
５
周
年
記
念
と
日
和
佐
道
路
全
線
開
通

を
記
念
し
て
、
７
月
10
日
、
美
波
町
と
合
同
に
よ
る
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約
６
０
０
人
の
市
民
が
マ
ラ

ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
開
通
前
の
日
和
佐
道
路
か
ら

の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
な
か
、
参
加
者
は
、
真

新
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
、
最

初
で
最
後
の
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
男
子
は
１
時
間
２
分
54
秒
の
タ
イ

ム
で
森
泰
英
さ
ん
（
長
生
町
）
が
優
勝
。「
こ
の
季
節

の
マ
ラ
ソ
ン
は
や
っ
ぱ
り
し
ん
ど
い
。
そ
れ
で
も
沿
道

の
声
援
が
励
み
に
な
っ
て
快
適
に
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
道
路
が
開
通
し
た
ら
車
で
も
１
番
に
走
っ
て
み

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
女
子
は
、
和
渕

尚
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）
が
１
時
間
27
分
33
秒
で
優
勝

し
、
阿
南
市
民
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
月
１
回
は
日
和
佐
道
路
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
満

石
日
出
子
さ
ん
（
福
井
町
）
は
、「
車
で
走
る
の
と
は

違
っ
た
感
覚
で
景
色
や
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
し
た
。
全

線
開
通
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
、
足
ど
り
軽
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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“ 元気の道・命の道 ”日和佐道路が全線開通
　７月16日、待望の日和佐道路が全線開通しました。
　日和佐道路は、福井町小野～美波町北河内（9.3㎞）の地域高規格道路で、この
ほど福井町小野～由岐ＩＣ（3.1㎞）の道路整備が完了し、すでに供用している由
岐ＩＣ～美波町北河内と合わせて全線開通となりました。
　同日、福井総合センターで行われた全線開通式では、関係者約220人が出席して、
元気の道・命の道として期待される日和佐道路の完成を祝いました。その後行われ
たセレモニーでは、福井小児童による竹太鼓「若竹げんき太鼓」が披露され、開通
の喜びを竹太鼓の音色に乗せて里山に響かせていました。
　日和佐道路は、阿南市から高知県安芸市を結ぶ約 110㎞の阿南安芸自動車道の
うち、最初の事業区間として平成７年に事業着手。事業費は約494億円です。

News Oasis

最終調整に余念がない長谷川准教授

　
阿
南
市
合
併
５
周
年
記
念
と
日
和
佐
道
路
全
線
開
通

を
記
念
し
て
、
７
月
10
日
、
美
波
町
と
合
同
に
よ
る
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約
６
０
０
人
の
市
民
が
マ
ラ

ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
開
通
前
の
日
和
佐
道
路
か
ら

の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
な
か
、
参
加
者
は
、
真

新
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
、
最

初
で
最
後
の
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
男
子
は
１
時
間
２
分
54
秒
の
タ
イ

ム
で
森
泰
英
さ
ん
（
長
生
町
）
が
優
勝
。「
こ
の
季
節

の
マ
ラ
ソ
ン
は
や
っ
ぱ
り
し
ん
ど
い
。
そ
れ
で
も
沿
道

の
声
援
が
励
み
に
な
っ
て
快
適
に
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
道
路
が
開
通
し
た
ら
車
で
も
１
番
に
走
っ
て
み

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
女
子
は
、
和
渕

尚
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）
が
１
時
間
27
分
33
秒
で
優
勝

し
、
阿
南
市
民
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
月
１
回
は
日
和
佐
道
路
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
満

石
日
出
子
さ
ん
（
福
井
町
）
は
、「
車
で
走
る
の
と
は

違
っ
た
感
覚
で
景
色
や
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
し
た
。
全

線
開
通
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
、
足
ど
り
軽
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

阿
南
の
舞
台
か
ら「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
」を
発
信

気
仙
沼
と
阿
南
で
練
習
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

気仙沼復興支援
合同ミュージカル

あ
ら
す
じ

昭
和
三
十
年
の
頃

子
ど
も
た
ち
が
野
山
を
か
け
ま
わ
り

貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
そ
の
瞳
は
輝
き

み
ん
な
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た

心
に
残
る
童
謡
も
多
く
生
ま
れ
ま
し
た

海
辺
に
住
ん
で
い
た
少
女
が

山
奥
の
分
校
に
転
校
し

「
夢
つ
む
ぎ
」
と
い
う
秘
密
の
友
達
や

分
校
の
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す

2011

2011.8.28 [日]
阿南市民会館大ホール
昼の部 13:00開演   夜の部 17:00開演

　

気
仙
沼
復
興
支
援
と
し
て

企
画
さ
れ
た
合
同
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。
被
災
地
の
子
ど
も
た

ち
を
励
ま
し
勇
気
づ
け
よ
う

と
、
夢
創
の
皆
さ
ん
が
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
、
と
も
に
地

方
の
劇
団
と
し
て
活
動
し
指

導
者
の
ご
縁
で
共
演
も
し
て

き
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て

大
変
な
時
、
子
ど
も
た
ち
に

『
夢
と
勇
気
』
を
与
え
る
こ

と
が
な
に
よ
り
と
考
え
『
う

を
座
の
活
動
が
気
仙
沼
復
興

の
力
と
な
る
』
と
の
思
い
で

応
援
し
て
い
ま
す
」。

　

う
を
座
か
ら
は
７
人
の
塾

生
に
、
３
人
の
卒
業
生
。
当

日
は
15
人
の
保
護
者
・
ス
タ

ッ
フ
が
阿
南
に
来
る
予
定
で

す
。
今
回
の
合
同
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
公
演
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
絆
が
深
ま
り
、
交

流
と
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

うを座は、８月20・21日に「ありがとう、感謝します」という
公演を予定していましたが、３月12日の説明会が震災で行えず、
公演も中止となりました。「夏休みに一緒に舞台を創れないだろ
うか」そんな夢創の思いに、多くの方が賛同していただき合同公
演が実現しました。

入場料　　　　大人 1,500 円　高校生以下 1,000 円
※うを座の支援金に！チャリティーシート（指定席券）500 円は別に事務局で発売

チケット販売　市民会館・文化会館・情報文化センター・平惣各店・アピカ・フジグラン阿南・
劇団夢創事務局（太陽高速印刷）

問い合わせは　夢つむぎの詩2011実行委員会事務局（☎22−0268）へ

3.11を乗り越えて!!

気仙沼演劇塾 劇団〈夢創〉
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春
の
叙
勲

　
春
の
叙
勲
受
章
者
が
６
月
18
日
に

発
表
さ
れ
、
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
・
発
表
時

の
年
齢
・
掲
載
は
発
表
順
）

∵

  

旭
日
双
光
章  

∵
稲  井　 力さん

富岡町 (83歳)

　

稲
井
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
４
月
に

徳
島
医
科
大
学
副
手
、
昭
和
35
年
５

月
か
ら
は
徳
島
逓
信
病
院
産
婦
人
科

部
長
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
40
年
８
月

に
稲
井
産
婦
人
科
を
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
45
年
間
、
高
度
な
医
療
技

術
の
提
供
と
適
切
な
指
導
で
地
域
保

健
、
地
域
医
療
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
医
師
会
常
任
理
事
、

阿
南
市
医
師
会
長
を
多
年
に
わ
た
り

務
め
ら
れ
、
医
師
会
の
生
涯
教
育
制

度
の
基
盤
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

会
員
の
資
質
と
保
健
衛
生
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

∵

  

瑞
宝
双
光
章  

∵
大川　勝定さん

長生町 (72歳)

　

大
川
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
４
月
か

ら
徳
島
県
公
立
中
学
校
教
諭
、
教
頭
、

校
長
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
学
校

教
育
の
充
実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
12
年
７
月
に
は
阿
南

市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、

阿
南
市
教
育
行
政
の
振
興
と
発
展
に

多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

∵

  

瑞
宝
双
光
章  

∵
水口　艶子さん

福井町 (64歳)

　

水
口
さ
ん
は
昭
和
43
年
か
ら
41
年

の
長
き
に
わ
た
り
徳
島
赤
十
字
病
院

に
お
勤
め
に
な
ら
れ
、
専
任
教
師
、

看
護
管
理
者
と
し
て
看
護
学
生
の
教

育
充
実
と
看
護
師
の
資
質
向
上
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
初
の
新
人
看
護
師
研

修
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
看
護
師
育

成
と
離
職
防
止
に
取
り
組
ま
れ
、
職

能
団
体
活
動
を
通
し
て
、
県
内
の
看

護
職
の
資
質
向
上
と
地
域
住
民
の
健

康
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

∵

  

瑞
宝
単
光
章  

∵
石川　治郎さん

那賀川町 (74歳)

　

石
川
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
か
ら
平

成
21
年
ま
で
の
間
、
36
回
に
わ
た
り

工
業
統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ
、

統
計
調
査
の
第
一
線
で
、
調
査
の
円

滑
な
実
施
と
正
確
性
の
確
保
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
業
統
計
調
査
、
国
勢
調

査
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
な
ど

に
も
従
事
さ
れ
、
調
査
の
内
容
や
方

法
を
習
熟
さ
れ
、
的
確
に
調
査
客
体

を
把
握
さ
れ
る
姿
は
、
他
の
調
査
員

の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

∵

  

瑞
宝
単
光
章  

∵
佐竹　武司さん

深瀬町 (66歳)

　

佐
竹
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
１
月
に

阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以
来
、

意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ま

れ
、
平
成
13
年
か
ら
は
分
団
長
と
し

て
そ
の
重
責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
17
年
に
退
団
す
る
ま
で
約

34
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
住
民
の

消
防
活
動
、
防
災
へ
の
意
識
高
揚
と

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
従
事
者
叙
勲

　
危
険
性
の
高
い
業
務
で
社
会
に
貢

献
し
た
人
を
対
象
に
「
危
険
従
事
者

叙
勲
」
が
６
月
15
日
に
発
表
さ
れ
、

次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

∵

  

瑞
宝
単
光
章  

∵
本庄　義則さん

長生町 (70歳)

　

本
庄
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
４
月
に

徳
島
県
巡
査
を
拝
命
。
以
来
39
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
警
察
各
般
に
お
い

て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、
公
共
の

安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
交
通
警
察
部
門
に
お

い
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

　
高
齢
者
叙
勲
の
受
賞
者
が
２
月
25

日
に
発
表
さ
れ
、
次
の
方
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

∵

  

瑞
宝
小
綬
章  

∵
片山　文夫さん

領家町 (88歳)

　

片
山
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
５
月
に

徳
島
県
立
富
岡
高
等
女
学
校
に
奉
職

さ
れ
、
以
来
50
年
余
り
、
公
・
私
教

育
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
数
学
教
育
を
専
門
と
す
る
傍
ら
、

聴
覚
教
育
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
、

昭
和
54
年
か
ら
は
徳
島
高
等
学
校
教

育
研
究
会
視
聴
覚
教
育
学
会
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
校
長
時
代
に
は
、

聾
教
育
の
方
法
改
善
を
提
起
す
る
な

ど
、
学
校
経
営
に
お
い
て
卓
越
し
た

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績 

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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阿南市立図書館だより
８ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿南図書館
9:00～18:00

土日は17:00まで
休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎中学生によるピアノ演奏）

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
8月 2日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00 18日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20～14：50 見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30 19日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：10～14：40

3日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20 山 口 分 館 前 14：50～15：20
新 野 駅 前 14：30～15：00 23日 ㈫ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

4日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20 24日 ㈬ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00 宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40

9日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30 25日 ㈭ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50～14：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：15 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

10日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：20～15：00 ※阿南農協会館前は 8 月から中止します。

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　午前10時30分〜11時

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◎中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８月は休みます。

☆夏休みおたのしみ会（阿南図書館　３階視聴覚室）

日時：８月21日㈰　午後２時〜３時

内容：歌あそび、

大型紙芝居『トビウオのぼうやはびょうきです』

寸劇『あわてどこや』ほか

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

８月の図書館イベント 入場無料
申込不要

〈夏休み期間中の特別貸し出し図書について（7/1 ～ 8/30）〉
　読書感想文課題図書・夏休みの宿題に関する本は、各図書館に

特別コーナーがあります。貸し出し中の本は予約できます。

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数

課題図書
（小学校〜高校）

1 人 1 冊まで
（3 館あわせて）

1 週間
（延長不可）

1 人 1 冊まで
（3 館あわせて）

自由研究・工作
など宿題用図書

1 人３冊まで
（3 館あわせて）

1 週間
（延長不可）

1 人 3 冊まで
（3 館あわせて）
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■みんなでピアノ物語

■満月の夜の伝説（朗読と音楽）チケット販売

　ミヒャエル・エンデ原作の絵本に松岡貴史が作曲。
　朗読と音楽で綴る音楽物語が夢ホールから生まれます。

日　時　９月11日㈰　14:30開演　
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　全席自由　前売り1,500円（当日2,000円）

うち500円は東日本大震災の義援金とします。
出演者　住友美代子（朗読）、板東久美（フルート）、

新田恭子（サクソフォン）、松岡貴史（ピアノ）
チケット　夢ホール、市民会館、情報文化センター、

平惣書店各店ほかで販売しています。
※無料託児室を開設します。ご希望の方は１週間前まで

に文化会館までお申し込みください。

■第９回夢ホールコンサート出演者募集
（12月11日開催予定）

応募資格　❶大学・短期大学の音楽科を卒業された方
　　　　　❷演奏活動を継続している団体（20歳以上）
演奏種目　器楽、室内楽、声楽
　　　　　※ピアノソロの募集はありません。
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法　原則として音響楽器を使用しない自然音
演奏時間　15分程度
申込方法　出演申込書（文化会館備え付け）を提出して

ください。
参 加 費　１人1,000円
申込締切　9月1日㈭必着

　公募による出演者が「ニューヨークスタインウェイ」
のグランドピアノを演奏します。

日　時　８月21日㈰　 11:00開演
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　無料　
※Ｂの部（大学音楽科卒業の方）を
　対象に来場の皆様に投票を行っていただきます。

あなんカルチャー

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

伝
統
文
化
復
活
事
業
等

補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

第
２
回	

夏
休
み
星
空
教
室

　

小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内
容
に
合
わ
せ

て
、
夏
の
大
三
角
の
探
し
方
と
解
説
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈮　

午
後
７
時
〜
９
時

対
象　
小
学
４
〜
６
年
生　

参
加
料
金　
１
人
２
０
０
円
（
同
伴
の
保
護

者
は
無
料
）　

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

観
望
会

 

８
月
12
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
流
星
群
の

観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈮　

午
後
８
時
〜
10
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
で
、
予
約
不
要
で
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

　

夏
休
み
中
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
、

昆
虫
や
植
物
、
星
、
化
石
な
ど
を
テ
ー
マ
に

科
学
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
植
物
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

▼
昆
虫
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
40
人

▼
野
鳥
観
察
コ
ー
ス

日
時　
８
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時　参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

各
コ
ー
ス
の
参
加
方
法　
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
科
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

科
セ
ン
タ
ー

学

メールアドレス　science@ananscience.jp

　

市
内
に
所
在
す
る
伝
統
文
化
の
伝

承
活
動
や
復
活
へ
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
個
人
ま
た
は
団
体
が

行
う
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
近
代
以
前
か
ら
そ
の
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
的
民
俗
芸
能
に
係
る

事
業
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

対
象
事
業

１
．
民
俗
芸
能
に
係
る
道
具
類
の
購

入
ま
た
は
補
修
に
関
す
る
事
業

２
．
民
俗
芸
能
を
行
う
た
め
の
施
設

の
修
繕
事
業

３
．
地
域
の
伝
統
文
化
の
公
演
事
業

４
．
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
に
係

る
資
料
作
製
事
業

５
．
民
俗
芸
能
の
伝
承
者
養
成
事
業

６
．
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
事

業補
助
要
件　
補
助
対
象
事
業
と
し
て

認
定
す
る
の
は
１
団
体
等
に
つ
き
１

事
業
で
す
。

補
助
金
額　
上
限
70
万
円（
１
団
体
）

補
助
対
象
期
限　
平
成
24
年
３
月
31

日
㈯

※
申
請
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課
（
☎

22

−

１
７
９
８
）
へ
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那
賀
川
橋
か
ら
見
え
る
城
跡

　

今
、
戦
国
ブ
ー
ム
で
、
特
に
城
フ
ァ
ン
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　

筆
者
も
若
い
頃
か
ら
城
が
好
き
で
、
昭
和

三
十
五
年
頃
「
阿
波
の
城
」（
県
教
育
会
）、

同
四
十
二
年
「
日
本
城
郭
全
集
」（
人
物
往

来
社
）
等
城
に
つ
い
て
の
本
を
数
冊
書
い
て

い
る
。

　

今
ま
で
に
訪
れ
た
主
な
城
跡
は
、
会
津
城
、

仙
台
城
、
松
本
城
、
丸
岡
城
、
福
井
城
、
犬

山
城
、
名
古
屋
城
、
松
阪
城
、
安
土
城
、
郡

山
城
、
和
歌
山
城
、
岸
和
田
城
、
大
坂
城
、

篠
山
城
、
姫
路
城
、
赤
穂
城
、
岡
山
城
、
松

江
城
、
高た
か
は
し梁

城
、
萩
城
、
丸
亀
城
、
松
山
城
、

大
洲
城
、
宇
和
島
城
、
高
知
城
、
唐
津
城
、

熊
本
城
、
首
里
城
な
ど
で
、
三
回
以
上
訪
れ

た
城
も
い
く
つ
か
あ
る
。

　

那
賀
川
橋
南
詰
か
ら
四
周
の
城
跡
を
見
渡

し
た
。

　

以
下
、
眺
め
る
こ
と
の
出
来
る
城
跡
を
列

記
し
て
み
よ
う
。
城
、
塁
、
砦
す
べ
て
を
城

で
統
一
し
た
。

　

岩
脇
城　
羽
ノ
浦
岩
脇
山
上
。
所
在
地
は

特
定
で
き
な
い
。
城
主
は
三
枝
紀
伊
守
（
尾お

蘇そ

山
城
守
）
。

　

上
大
野
城　
上
大
野
町
城
山
。
平
山
城
。

城
主
は
仁
木
伊
賀
守
、
百
五
十
貫
。
別
の
資

料
に
よ
る
と
仁
木
伊
賀
守
は
中
大
野
城
主
で
、

上
大
野
城
主
は
仁
木
左
衛
門
と
あ
る
。
伊
賀

守
は
長
宗
我
部
軍
に
従
い
中
富
川
の
戦
い
に

加
わ
っ
た
。

　

中
大
野
城　
上
大
野
町
。
城
主
仁
木
左
衛

門
。
伊
賀
守
と
左
衛
門
は
同
族
。

　

西
方
城　
長
生
町
西
方
。
西
方
山
中
腹
に

あ
っ
た
平
山
城
。
山
上
か
ら
の
ま
た
遠
く
か

ら
の
眺
め
が
よ
い
。
城
主
東
条
紀
伊
守
。
紀

伊
守
の
甥
東
条
関
之
兵
衛
が
一
時
駐
屯
し
て

い
る
。
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
落
城
。

　

岡
城　
上
中
町
岡
。
岡
山
に
あ
っ
た
。
城

主
岡
甚
（
之
）
丞
。
湯
浅
氏
の
一
族
。
天
正

十
年
中
富
川
の
戦
い
で
討
死
。

　

本
庄
城　
長
生
町
本
庄
。
城
主
は
「
故
城

諸
将
記
」
に
は
「
本
庄
太
郎
兵
衛
、
百
貫
。

一
説
に
清
安
芸
守
が
」
と
あ
る
。
清
安
芸
守

は
清
原
高
国
の
こ
と
。
永
正
三
（
一
五
〇

六
）
年
、
備
中
国
足
守
の
人
で
本
庄
へ
来
て

竹た
か

原わ
ら

庄
を
領
し
た
と
あ
る
。
現
在
、
農
地
に

本
庄
城
跡
の
標
柱
が
あ
る
。

　

今
市
城　
宝
田
町
今
市
。
城
主
は
宇
奈
瀬

対
馬
守
、
百
五
十
貫
。
天
正
十
年
八
月
二
十

七
日
、
中
富
川
の
戦
い
で
討
死
。

　

井
関
谷
城　
宝
田
町
井
関
。
城
主
猪
防
五
郎

右
衛
門
で
桑
野
川
に
臨
み
、
裏
山
鍛
冶
ヶ
峰
に

砦
が
あ
っ
た
。

　

牛
岐
城　
富
岡
町
殿
町
城
山
。
観
応
二
（
一

三
五
一
）
年
、
紀
州
の
安
宅
備
後
権
守
頼
藤
が

竹
原
庄
を
預
か
っ
た
。
も
と
は
牛
牧
庄
と
言
い
、

高
野
山
真
光
御
門
跡
領
だ
っ
た
。
正
平
十
三

（
一
三
五
八
）
年
、
安
宅
氏
の
属
す
る
南
朝
方

が
敗
北
し
た
た
め
そ
の
後
、
埼
玉
県
新
戒
の
豪

族
新
開
氏
が
入
っ
て
き
た
。
新
開
遠
江
守
忠

之
・
道
善
が
有
名
で
あ
る
が
、
丈
六
寺
で
元
親

軍
に
殺
さ
れ
た
。
天
正
十
年
長
宗
我
部
元
親
に

占
領
さ
れ
、
元
禄
年
中
中
富
川
の
戦
い
で
敗
北
。

元
親
軍
は
土
佐
へ
走
っ
た
。
蜂
須
賀
氏
の
入
国

後
、
細
山
帯
刀
（
賀
島
主
水
正
）
が
牛
岐
（
富

岡
城
）
城
番
と
し
て
入
っ
た
。
寛
永
十
五
（
一

六
三
八
）
年
一
国
一
城
令
に
よ
っ
て
廃
城
と
な

っ
た
。 

（
終
）

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
65

　

小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内
容
に
合
わ
せ

て
、
夏
の
大
三
角
の
探
し
方
と
解
説
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈮　

午
後
７
時
〜
９
時

対
象　
小
学
４
〜
６
年
生　

参
加
料
金　
１
人
２
０
０
円
（
同
伴
の
保
護

者
は
無
料
）　

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

 

８
月
12
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
流
星
群
の

観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈮　

午
後
８
時
〜
10
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
で
、
予
約
不
要
で
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

阿
南
ネ
イ
チ
ャ
ー
講
座

　

夏
休
み
中
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
、

昆
虫
や
植
物
、
星
、
化
石
な
ど
を
テ
ー
マ
に

科
学
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
植
物
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

▼
昆
虫
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
40
人

▼
野
鳥
観
察
コ
ー
ス

日
時　
８
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時　参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

各
コ
ー
ス
の
参
加
方
法　
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
科
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日　
１
日
㈪
、
８
日
㈪
、

15
日
㈪
、
22
日
㈪
、
29
日
㈪

岡山（上中町） 牛岐城趾（富岡町）

西方山（長生町）鍛冶ケ峰（宝田町）
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443

市
民
文
芸

　
　
　

大
上
季
美
子

同
窓
の
た
よ
り
が
届
く
梅
雨
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
千
枝
子

枇
杷
つ
つ
む
様
を
猿
の
見
て
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
て
る
み

桐
の
花
映
す
棚
田
や
鯖
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
八
重
子

青
葉
し
て
す
っ
ぽ
り
囲
む
忠
魂
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
本　

雅
宣

立
ち
止
ま
り
右
見
て
左
蜥
蜴
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

良
子

花
胡
瓜
す
で
に
曲
り
し
実
を
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
原
さ
つ
き

梅
雨
冷
や
薄
き
一
枚
重
ね
着
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

正
剛

子
を
連
れ
て
親
が
本
気
の
目
高
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

君
江

貸
座
敷
茣
蓙
の
青
さ
や
海
開

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

　
　
　
　

林　
　

満
子

ス
ト
レ
ス
は
無
い
栄
養
過
多
と
い
う
独
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

裏
の
顔
表
の
顔
を
持
っ
て
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

正
夢
で
あ
っ
た
吉
報
舞
い
降
り
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

親
知
ら
ず
心
の
準
備
い
る
抜
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

安
物
と
聞
け
ば
飛
び
つ
く
庶
民
た
ち

平
成
23
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

真
田
美
代
志

六む
そ
と
せ

十
年
を
鎮
座
ま
し
ま
す
内
裏
雛
一
度
お
膝
を
く
ず

し
ま
い
ら
せ

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

矢
野　

道
子

点
点
と
小
花
寄
せ
あ
ふ
雪
柳
純
ピ
ュ
ア
な
白
さ
が
春
陽
を
こ

ぼ
す

入
選	

　
　
　
　
　
　
　

小
畑　

定
弘

乾
杯
の
グ
ラ
ス
の
氷
片
噛
み
し
だ
く
肩
書
一
つ
も
持

た
ざ
る
わ
れ
は

入
選	

　
　
　
　
　
　
　

米
田　

啓
子

穏
や
か
な
海
の
狂
い
て
一
瞬
に
怒
濤
と
な
り
て
人
家

呑
み
込
む

入
選	

　
　
　
　
　
　
　

三
好　
　

薫

種
芋
を
土
に
預
け
て
雨
を
待
つ
畑
は
祈
り
の
ご
と
夕

焼
け
て

入
選	

　
　
　
　
　
　
　

山
田
ノ
ブ
コ

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
爆
ぜ
る
ご
と
く
に
パ
ッ
パ
ッ
と
梅
咲

き
初
め
て
心
明
る
む

入
選	

　
　
　
　
　
　
　

久
積
多
美
子

後
手
後
手
と
原
発
事
故
の
ま
つ
わ
り
て
地
震
の
復
興

あ
わ
れ
遅
る
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

泰
子

梅
雨
兆
す
腰
に
痛
み
を
覚
え
け
り

　

昭
和
21
年
12
月
、
南
海
地
震
に
よ
る

津
波
に
襲
わ
れ
た
の
は
、
生
ま
れ
た
大

阪
か
ら
福
井
町
湊
の
母
の
実
家
に
疎
開

し
て
い
た
時
。
す
べ
て
が
さ
ら
わ
れ
た

後
、
裏
山
の
薪
小
屋
で
の
従
兄
弟
た
ち

と
の
避
難
生

活
は
、
４
歳

の
子
ど
も
に

は
キ
ャ
ン
プ

の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
が
、

ち
ょ
う
ど
そ

こ
へ
南
方
戦

線
か
ら
命
か
ら
が
ら
復
員
し
た
父
に
、

振
る
舞
う
ご
馳
走
も
無
か
っ
た
の
は
気

の
毒
だ
っ
た
。

　

２
度
目
は
昭
和
35
年
５
月
の
チ
リ
地

震
。
高
校
３
年
生
の
私
は
山
の
上
か
ら
、

福
井
川
の
水
が
全
部
引
い
た
か
と
思
う

と
、
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
る
の
を

見
た
。
波
は
大
事
な
山
羊
や
鶏
た
ち
を

小
屋
ご
と
太
平
洋
に
持
っ
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

３
度
目
は
結
婚
し
て
那
賀
郡
鷲
敷
町
に

住
ん
で
い
た
、
昭
和
46
年
８
月
30
日
。
台

風
23
号
で
増
水
し
た
那
賀
川
に
長
安
口
ダ

ム
の
放
流
が
重
な
り
、
ほ
ん
の
30
分
位
の

間
に
自
宅
の
１
階
が
水
没
。
２
階
の
屋
根

か
ら
息
子
を
背
負
い
、
娘
の
手
を
引
い
て
、

救
助
の
舟
に
乗
り
移
り
鷲

敷
中
学
校
の
体
育
館
で
一

夜
を
明
か
し
た
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
一
家
で

桑
野
町
に
引
っ
越
し
た
の

だ
っ
た
。

　

今
の
東
日
本
大
震
災
と

は
規
模
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
誰
の
人
生
に
も
想
定
外
の

出
来
事
は
起
こ
る
。
そ
ん
な
と
き
に
も
命

と
希
望
さ
え
あ
れ
ば
、
力
を
合
わ
せ
、
人

間
は
再
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
吉
岡
厚
子
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

三
度
の
水
難
に
思
う

桑 野 町
入谷 五十鈴さん
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お
知
ら
せ

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　

ス
タ
ン
ド
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
差

し
込
み
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
、
コ
ー

ド
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
プ

ラ
グ
と
コ
ー
ド
と
の
接
触
部
分
に
力

が
加
わ
り
、
断
線
し
た
り
シ
ョ
ー
ト

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
コ
ー
ド
を

引
っ
張
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は
、
面
倒
で

も
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
抜
く
よ
う
に
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
財
団
法
人
四
国
電

気
保
安
協
会　

徳
島
支
部
徳
島
南
事

務
所
（
☎
22

−
８
１
７
７
）
へ

お
知
ら
せ

阿
南
高
専
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
公
開
講
座
受
講
者
募
集

申
込
方
法　
本
校
所
定
の
申
込
書
が

あ
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
公
開
講
座
一
覧
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
高
専
総
務
課

企
画
係
（
☎
23

−

７
２
１
５
）
へ

市民の

情報ひろば
講座名

定型文例をつかって
英文レターとメールを
書いてみよう

ACCESS を使って顧客
や商品を管理しよう！
－仕事効率 UP 間違いなし！－

レーザで
オリジナルネームプレート
を作ろう！

レーザで
オリジナル時計を作ろう!

日　 時
8/29 ～ 9/2（計５回） 9/5 ～ 9/9（５回） 9/18 10/16

19:00 ～ 21:00 18:00 ～ 20:00 8:30 ～ 12:30 9:30 ～ 15:30
場　 所 阿南高専総合情報処理室 阿南高専実験実習工場
対 象 者 高校生以上の方 中学生以上の方 小５・６年、中学生
受 講 料 6,400 円 3,200円（テキスト代含む） 無料（傷害保険料必要）
定　 員 10 人 15 人 ６人 ６人
申込期間 ８/10（土・日を除く）まで 8/1 ～ 8/10（土・日を除く）

＊定員になり次第、締め切らせていただきます。

募
集

複
式
簿
記
実
務
講
座
受
講
者
募
集

日
時　
９
月
７
日
㈬
〜
12
月
21
日
㈬

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
（
全
15
回
）

場
所　
阿
南
商
工
会
議
所
３
階

対
象　
初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
方
、
多

少
簿
記
の
知
識
の
あ
る
方

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
金　
１
万
円
（
受
講
料
全
額
納

付
で
出
席
率
60
％
以
上
の
方
は
、
全

額
返
金
）

受
講
料　
毎
月
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
８
月
19
日
㈮
ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
に
申
込
金
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
商

工
会
議
所
（
☎
22

−

２
３
０
１
）
へ

募
集県

立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

10
月
入
校
訓
練
生
募
集

対
象　
離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業

安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け

た
方

募
集
訓
練
科　
Ｏ
Ａ
処
理
科
（
阿
南

校
）
、
設
備
施
工
科
（
西
部
校
）

定
員　
15
人

訓
練
期
間　
６
カ
月

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈪
〜
９
月
２

日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
26

−

０
２
５
０
）
へ

阿
南
・
那
賀　
高
校
野
球
新
人
交
流
戦

１
日
㈪　

阿
南
工
業
高
校
、
富
岡
西
高
校
、
柳
学
園
（
兵
庫
）

３
日
㈬　

新
野
高
校
、
鴨
島
商
業
高
校
、
室
戸
高
校
（
高
知
）

４
日
㈭　

新
野
高
校
、
那
賀
高
校
、
海
部
高
校

大
阪
市
立
大
学　
夏
季
合
宿　
６
日
㈯
〜
11
日
㈭

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
徳
島
大
会　
12
日
㈮
、
13
日
㈯

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推
進
課
（
☎
22

−

１
２
９
７
）
へ

球場へ行こう
８月の日程
アグリあなんスタジアム

自衛官を募集します
募集種目 資　　格 受 付 期 間 試　験　日

航空学生 高卒（見込含）21歳未満の方 ８月１日～９月９日
１次　９月23日
２次　10月15日～20日
３次　11月12日～12月15日

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の方 ８月１日～９月９日 １次　９月17日
２次　10月6日～13日

自衛官候補生
男子 18歳以上27歳未満の方 年間を通じて受付。 受付時にお知らせします。

女子 18歳以上27歳未満の方 ８月１日～９月９日 ９月25日～28日

看護学生 高卒（見込含）24歳未満の方 ９月５日～９月30日 １次　10月22日
２次　11月19日・20日

防衛大学校
学生

一般 高卒（見込含）21歳未満の方
（自衛官は23歳未満） ９月５日～９月30日 １次　11月５日・６日

２次　12月13日～17日

推薦
高卒（見込含）21歳未満の方

（推薦については高等学校長
の推薦等が別途必要です。）

９月５日～９月８日 ９月24・25日

防衛医科大学校
学生 高卒（見込含）21歳未満の方 ９月５日～９月30日 １次　10月29日・30日

２次　12月７日～９日

高等工科学校
生徒

一般 中卒（見込含）17歳未満の
男子

11月１日～
平成24年１月６日

１次　平成24年１月14日
２次　平成24年１月28日～31日

推薦
中卒（見込含）17歳未満の男
子（推薦については中学校長
等の推薦等が別途必要です。）

11月１日～12月16日 平成24年１月７日～９日までの間
の指定する１日

待遇などくわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ
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催
した

ち
ば
な
海
遊
祭
り

日
時　
８
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

場
所　
中
浦
緑
地
公
園
（
橘
町
）

内
容　
▼
ぴ
ち
ぴ
ち
つ
か
み
取
り
▼

１
０
０
０
人
ビ
ン
ゴ
▼
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
（
収
益
金
は
全
額
、
東
日

本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に

届
け
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　
た
ち
ば
な
海
遊
祭

り
実
行
委
員
会　

森
本
（
☎
０
９
０

−

３
１
８
５

−

２
８
５
０
）
へ

催
し

経
験
者
の
方
も
歓
迎

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

日
時　
９
月
３
日
〜
10
月
８
日
の
毎

週
土
曜
日
６
回　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
南
部
健
康
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
砂
入
り
人
口
芝
）

対
象
者　
未
経
験
者
、
初
心
者
、
初

級
者
（
高
校
生
以
上
）
20
人
程
度

参
加
料　
４
千
円
（
６
回
分
、
保
険

料
含
む
）、
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り

申
込
方
法　
８
月
27
日
㈯
ま
で
に
、

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス　

anan.tennis@gm
ail.com

 

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
テ
ニ
ス
協

会　

横
手
（
☎
０
９
０

−

４
７
８
３

−

９
９
３
９
）
へ

催
し徳

島
い
の
ち
の
電
話

チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会

　
「
い
の
ち
を
み
つ
め
て
」
と
題
し

て
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会
２
０
１
１
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
26
日
㈮　

午
後
７
時
〜

場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト　
前
売
り
：
大
人
１
２
０

０
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）、
学
生

１
０
０
０
円
（
当
日
１
２
０
０
円
）、

小
・
中
学
生
は
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
法
人
徳

島
県
自
殺
予
防
協
会
（
☎
０
８
８

−

６
５
２

−

６
１
７
１
）
へ

催
し赤

十
字
医
療
講
演
と

救
護
活
動
報
告

　
「
い
の
ち
を
守
る
」
と
称
し
た
赤

十
字
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
8
月
30
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時　

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

内
容　
▼
赤
十
字
救
護
員
や
赤
十
字

奉
仕
団
員
に
よ
る
被
災
地
で
の
救

援
・
救
護
活
動
の
報
告
▼
徳
島
赤
十

字
病
院
の
医
師
に
よ
る
、
動
脈
硬
化

や
糖
尿
病
の
講
演

参
加
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
日
本
赤
十
字
社
徳

島
県
支
部
（
☎
０
８
８

−

６
３
１

−

６
０
０
０
）
へ

催
し阿

南
中
学
校
演
奏
会（
無
料
）

　

暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
爽
や
か
な
吹

奏
楽
と
琴
の
音
色
に
触
れ
て
、
心
安

ら
ぐ
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

日
時　
８
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
演
（
開
場
１
時
）

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

※
お
楽
し
み
抽
選
会
あ
り
。

■
筝
曲
部
定
期
演
奏
会

日
時　
８
月
28
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
演
（
開
場
１
時
）

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
中
学
校
（
☎

22

−

０
５
３
９
）
へ

募
集困

っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年
を
記

念
し
て
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
道
路
、
年
金
、
登
記
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
〜

５
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

参
加
機
関　
総
務
省
徳
島
行
政
評
価

事
務
所
、
行
政
相
談
委
員
、
司
法
書

士
（
※
利
用
無
料
、
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
省
徳
島
行
政

評
価
事
務
所
（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

１
５
３
１
）
へ

　

阿
波
踊
り
体
操
Ｖ
ｏ
ｌ
・
３
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
併
せ
て
、

新
た
に
阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
８
日
㈭
、
９
月
22
日
㈭
、
９
月
29
日
㈭
の
３
回

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
徳
島
大
学　

大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
教
授　

田
中
俊

夫
さ
ん

内
容　
阿
波
踊
り
体
操
Ｖ
ｏ
ｌ
・
３
（
肩
こ
り
腰
痛
解
消
編
、

プ
チ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
編
、
フ
レ
ン
ズ
編
）
の
習
得

受
講
要
件　
市
在
住
の
方
で
、
養
成
講
座
（
全
３
回
）
を
受
講

で
き
る
方
。
ま
た
、
受
講
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
あ

な
ん
阿
波
踊
り
体
操
愛
好
会
」
に
加
入
し
て
、
阿
波
踊
り
体
操

の
普
及
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
た
だ
け
る
方

定
員　
30
人

申
込
締
切
日　
８
月
25
日
㈭

※
託
児
（
10
カ
月
〜
８
歳
）

は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

阿
波
踊
り
体
操

指
導
員
養
成
講
座
の
開
催

健
康
い
き
い
き
情
報

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ
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い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

認
知
症
を
予
防
し
て
、
い
つ
ま
で

も
若
々
し
く
元
気
で
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
脳
を
鍛
え
る
生
活

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
程　
9
月
27
日
㈫
〜
平
成
24
年
２

月
14
日
㈫
の
毎
週
火
曜
日
の
午
前

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民
で
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方

募
集
人
数　
30
人

会
場　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
40
分
程
度
の
読
み
書
き
等
の

学
習
（
週
１
回
）
と
自
宅
学
習

参
加
料　
無
料

申
込
期
限　
９
月
２
日
㈮

※
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
参
加

の
可
否
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」
の

運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
20
歳
〜
64
歳
の
方

で
、
研
修
会
（
９
月
20
日
㈫
午
前
、

27
日
㈫
午
前
）
に
参
加
で
き
る
方

活
動
日
程　
10
月
４
日
㈫
〜
平
成
24

年
２
月
14
日
㈫
の
毎
週
火
曜
日　

午
前　

９
時
30
分
〜
正
午

活
動
内
容　
学
習
者
へ
の
学
習
支
援

（
週
１
回
２
時
間
30
分
程
度
）

活
動
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
期
限　
９
月
２
日
㈮

※
後
日
、
活
動
に
つ
い
て
の
簡
単
な

説
明
を
し
ま
す
。
申
込
時
に
希
望
日

を
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

今
月
は
体
組
成
を
測
定
し
ま
す
。

自
分
の
基
礎
代
謝
量
や
内
臓
脂
肪
の

状
態
な
ど
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
等
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
８
月
５
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
は
測
定

で
き
ま
せ
ん
。

が
ん
検
診	

実
施
期
間
の
訂
正

 

広
報
あ
な
ん
７
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
、
岩

城
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
実
施
期
間
が

「
7
月
か
ら
平
成
24
年
3
月
」
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、「
7
月
か
ら
９

月
」
が
正
し
い
の
で
訂
正
し
ま
す
。

【
8
月
の
休
館
日
は
】

☎21-3030

1
・
8
・
22
・
29
日

船
瀬
温
泉

日
本
脳
炎
予
防
接
種

対
象
年
齢
を
拡
大

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
の

接
種
勧
奨
差
し
控
え
で
、
日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
人
も
、

公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
平
成
７
年
６
月
１
日
か

ら
平
成
19
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

方
で
、
接
種
期
限
は
20
歳
の
誕
生
日

の
前
々
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
２

期
接
種
は
、
１
期
接
種
を
終
え
た
９

歳
以
上
の
人
に
接
種
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
に
該
当
す

る
人
で
未
接
種
の
方
は
、
主
治
医
と

相
談
の
う
え
、
委
託
医
療
機
関
で
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発

行
で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

８月　献 血 実 施 一 覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

18日㈭ フジグラン阿南 領 家 町 10:00～12:30
14:00～16:30

24日㈬ 日本電工㈱
徳島工場 橘 町 14:00～16:30

26日㈮
四国化工機㈱
阿南食品工場 山 口 町 13:00～14:00

阿南共栄病院 羽ノ浦町 15:00～16:30
※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　　（☎088−631−3200）へ

阿波踊り体操に新バージョンができました！ご利用ください
阿波踊り体操の各バージョンのＤＶＤ等の貸し出しや、阿波踊り体操指導員の派遣を行っています。

バージョン名 対　　　象 時　間 特　　　　　長

肩こり腰痛
解消編

幼児から高齢者まで
妊娠中の人（医師から運動制
限をされていない人）

約８分

「ほぐす」動きと「鍛える」動きの組み合わせで肩や
腰まわりの筋肉を重点的に動かします。
【注意】妊娠中の人は、体操中におなかが張るなどの
症状が現れた場合、すぐに体操を中止してください。

プチエネルギー
消費編 幼児から元気な高齢者まで 約４分

実際の阿波踊りに近いテンポのよいプログラムです。
１回で約30キロカロリーを消費できます。

フレンズ編 幼児から元気な高齢者まで 約３分半
２人組でスキンシップを楽しみながら体を動かします。
子どもや高齢者に大切なバランス運動やジャンプ運動
などの運動要素が入っています。
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地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

８
月
12
日
㈮
〜
16
日
㈫
は
休
み
ま
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時２
日
㈫　

う
ち
わ
を
作
ろ
う

９
日
㈫　

シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

26
日
㈮　

な
ご
み
の
日
・

　
　
　
　

抹
茶
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

30
日
㈫　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
５
日
㈮
・
19

日
㈮
・
23
日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

２
日
㈫　

学
お
兄
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

9
日
㈫　

お
は
な
し
を
聞
こ
う

23
日
㈫　

作
っ
て
あ
そ
ん
で

30
日
㈫　

お
誕
生
会
・
楽
し
い
親
子

体
操
（
講
師
：
松
浦
由
美

さ
ん
）

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

2
日
㈫　

楽
し
く
あ
そ
ぼ
う

９
日
㈫　

お
は
な
し
大
好
き

23
日
㈫　

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

30
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時２
日
㈫　

健
康
相
談
・
発
育
測
定

9
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

23
日
㈫　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

30
日
㈫　

お
誕
生
会

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時１
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

５
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

８
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

子育てひろば

12
日
㈮
〜
16
日
㈫　

臨
時
休
園

17
日
㈬　

発
育
計
測

19
日
㈮　

お
誕
生
会

26
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

10
日
㈬　

桑
野
公
民
館

12
日
㈮　

新
野
公
民
館

17
日
㈬　

長
生
公
民
館

24
日
㈬　

福
井
公
民
館

26
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
５
日
㈮
・
９
日
㈫
・
16

日
㈫
・
19
日
㈮
・
23
日
㈫
・
30
日
㈫
・

31
日
㈬
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

親
子
教
室「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

教
室　
音
楽
と
英
語
で
あ
そ
ぼ

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

様
（
３
カ
月
〜
４
歳
児
）
と
保
護
者

日
時　
８
月
31
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階　

健
康

ル
ー
ム

内
容　
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
・
英
語
教

室
の
先
生
と
一
緒
に
、
親
子
で
楽
し

く
音
楽
と
英
語
に
ふ
れ
あ
う

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
８
月
23
日
㈫
〜
30
日
㈫

の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
教
材
費
必
要
。
託
児
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
23

−

２

６
３
０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
８
月
10
日
㈬
、
30
日
㈫　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

対
象
者　
生
後
3
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出
を

　

受
給
資
格
者
の
方
に
提
出
書
類
等

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
必
要
書
類
を

添
え
て
、
市
役
所
本
庁
２
階
こ
ど
も

相
談
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
類
の
提
出
は
、
で
き
る

だ
け
日
程
表
の
日
時
に
お
願
い
し
ま

す
。
面
接
に
よ
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

提
出
に
必
要
な
も
の　
現
況
届
お
知

ら
せ
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

提
出
期
間　
８
月
11
日
㈭
〜
９
月
12

日
㈪

提
出
に
必
要
な
も
の　
所
得
状
況
届

提
出
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

−

１
６
７
７
）
へ
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８月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時～午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

  7 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

 14 玉真病院 宝 田 町 ☎23−0551

 21 林整形外科 見能林町 ☎23−6060

 28 岸医院 富 岡 町 ☎23−0272

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時～11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

スポーツ施設８月の休館日
サンアリーナ 1・8・15・22・29日

那賀川スポーツセンター ３・10・17・24・31日

羽ノ浦総合国民体育館 1・8・15・22・29日

羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29日

　ブロークンウィンドウズ理論をご存知でしょうか。
アメリカの環境犯罪学上の理論で、別名「割れ窓理論」
とも呼ばれています。「割れた窓ガラスを放置すると
誰も注意を払っていないという象徴となり、他の窓も

全て壊されてしまう」という治安悪化のプロセスを説いたものです。
ごみのポイ捨てなどの軽犯罪を放置すると、住民のモラルが低下し
て犯罪が起こりやすい社会になる。ごみを拾うことは、社会の秩序
や規律を守るための行動といえるのではないでしょうか。（山田）

編集室の

窓

８月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■市県民税（第２期）■国民健康保険税（第３期）

納期限は、８月31日㈬です。納め忘れのないようにし
ましょう。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課）
８月28日㈰　8:30～17:00

８月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約）	 ４日㈭・18日㈭

時 　13:30〜16:30　	

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116
※９月の予約は８月１日から受付。

行政相談　　　　　	 ９日㈫・23日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　	 26日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

人権相談　　　　　　	 　10日㈬

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　２･９・23・30日　 時 　13:00〜17:00

日 　12・26日　 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　	 今月はありません

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※９月の相談日は１日㈭です。相談は１カ月前から電話によ

る完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　	 　　５日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約）	 　　18日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

子育て家庭教育相談　　　　　　	 ７日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22−3391

心配ごと相談	 １日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288

人口と世帯数 公共下水道受益者負担金

人口　	77,542	 人	（−	 3）

（男）	37,386	 人	（−	 4）

（女）	40,156	 人	（＋	 1）

世帯数　29,402世帯（＋59）

※平成23年６月末日現在 (　 )内は前月対比

８月の納期限
・全納期一括（８月31日㈬）

・１年一括　（８月31日㈬）

・分割納付の第１期

　　　　　　（８月31日㈬）
問い合わせは
下水道課（☎22−1796へ）
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ぶらりまち紀行

　

７
月
３
日
午
前
７
時
。
梅
雨
空
の
下
、
６
０
０

人
の
住
民
が
集
ま
っ
た
。「
さ
あ
拾
う
ぞ
」。
じ
め

じ
め
と
し
た
天
気
と
は
対
照
的
に
住
民
の
足
取
り

は
軽
い
。
こ
の
日
、
数
㌔
に
も
及
ぶ
堤
防
を
歩
き

な
が
ら
拾
い
集
め
た
ご
み
は
２
㌧
に
及
ん
だ
。

　

市
民
運
動
中
野
島
地
区
推
進
協
議
会
で
は
、
20

年
余
に
わ
た
り
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し

て
、
ま
ち
の
美
化
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
川
や
道
、
海
岸
、
公
園
と
い
っ
た
公
共
施

設
を
家
の
庭
と
同
じ
よ
う
に
手
入
れ
す
る
。
そ
の

精
神
は
、
ま
ち
の
一
斉
清
掃
で
も
同
じ
こ
と
。

　
「
す
き
な
ま
ち
」
に
「
手
（
て
）」
を
加
え
る
こ

と
で
「
す
て
き
な
ま
ち
」
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、

ま
ち
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
。
中
野
島
地
区

で
は
、
ま
ち
の
美
化
活
動
を
通
じ
て
郷
土
愛
を
育

み
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
そ
う
し
た
精

神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

拾
っ
た
人
は
、
捨
て
な
い
！
心
も
街
も
美
し
い

中
野
島
。
あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
そ
う
語
っ
て
い
る
。

〜地域の輝き〜
まちの一斉清掃（中野島地区）

　
軍
手
は
ぶ
か
ぶ
か
だ
け
ど
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
た
い
気
持
ち
は

大
人
と
変
わ
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
が
そ
う
語
る
。

　
で
も
、
拾
う
ご
み
が
ゼ
ロ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
、
本
来
の

ふ
る
さ
と
の
姿
だ
か
ら
…

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見阿南 第61回


